
○
い

範 厚
目
次第

一
章
～
第
二
章
の
〓
一

（略
）

特
例

（第
七
十
人
条

の
二
十
二
―
第
七
十
八
条

の
三
十
人
）

第
四
章
～
第
八
章

　

（略
）

附
則（用

語
の
定
義
）

第
二
条

　

（略
）

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「配
偶
者
」
に
は
、
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い

が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
も
の
と
す
る
。

（適
用
除
外
）

第
十
二
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
第
九
条
及
び
第
十
条

第

一
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
と
し
な
い
め

一
～
困

　

（略
）

五
　
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
者
で
あ

つ
て
、
そ
の

一
週
間
の
所
定
労
働
時
間

が
同

一
の
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者

（当
該
事
業
所
に
使
用

さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
と
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
当
該
事
業
所
に
使
用

さ
れ
る
者
に
あ

つ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該

者
と
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
当
該
通
常
の
労
働
者
．
以
下
こ
の
号
に
お

覇
次第

一
章
～
第
二
章
の

，
一

（略
）

特
例

（第
七
十
八
条
の
二
十
二
―
第
七
十
八
条
の
三
十
七
）

第
四
章
～
第
八
章

　

（略
）

手
り

百
電

解
壼
日
ハ

（用
語
の
定
義
）

第
二
条

　

（略
）

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、

「配
偶
者
」
、

「夫
」
及
び

「妻
一
に
は
、
婚
姻

の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を

含
む
も
の
と
す
る
ゥ

（適
用
除
外
）

第
十
二
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
第
九
条
及
び
第
十
条

第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
と
し
な
い
。

一
～
四

　

（略
）

五
　
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
者
で
あ

つ
て
、
そ
の

一
週
間
の
所
定
労
働
時
間

が
同

一
の
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者

（当
該
事
業
所
に
使
用

さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
と
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
当
該
事
業
所
に
使
用

さ
れ
る
者
に
あ

つ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該

者
と
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
当
該
通
常
の
労
働
者
。
以
下
こ
の
号
に
お

生
年
金
保
険
法

（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）

（抄
）

（第
二
条
関
係
）

【
令
和
十
年
四
月

一
日
、
公
布

の
饗
か
ら
起
算

し
て
三
年
を
超
え
な

囲
内
に
お
い
て
政
令

で
定
め
る
目
又
は
全
和
十
年
九
月

一
日
施
行
】

（傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

第
三
章
の
四
　
被
保
険
者
と
死
別
し
た
場
合
に
お
け
る
配
偶
者
で
あ

つ
た
期

間
に
つ
い
て
の
特
例

（第
七
十
八
条
の
二

十

一
の
ニ
ー
第
七

十
人
条

の
二
十

一
の
人
）

第
二
章
の
五

二
以
上
の
種
別
の
被
保
険
者
で
あ

つ
た
期
間
を
有
す
る
者

の

第
二
章
の
四
　
一
一以
上
の
種
別
の
被
保
険
者
で
あ

つ
た
期
間
を
有
す
る
者
の
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い
て
単
に

「通
常
の
労
働
者
」
と
い
う
。
）
の

一
週
間
の
所
定
労
働
時
間

の
四
分
の
三
未
満
で
あ
る
短
時
間
労
働
者

（
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が

同

一
の
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の

一
通
間
の
所
定
労
働
時

間
に
比
じ
短
い
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
．
）
又
は
そ
の

一
月
間
の
所
定
労
働
日
数
が
同

一
の
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働

者
の

一
月
間
の
所
定
労
働
関
数
の
四
分
の
二
未
満
で
あ
る
短
時
間
労
働
者

に
該
当
し
、
か
つ
、
イ
又
は
口
め
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
も
鈴

イ

　

（略
）

（削
る
）（略

）

（標
準
報
酬
月
額
）

第
二
十
条
　
標
準
報
酬
月
額
は
、
被
保
険
者
の
報
酬
月
額
に
基
づ
き
、
次
の
等

級
区
分

（次
項
の
規
定
に
よ
り
等
級
区
分
の
改
定
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
改

定
後

の

区
分
）
に
よ

つ
て
定
め
る
。

２
　

（略
）

（訂
正
の
請
求
）

第
二
十
八
条
の
一
一

（略
）

２
　

（略
）

口 |

い
|

第

二

囲

級

第

二

三

級

（略
）

標
準
報
酬
月

額
等
級

七

一
〇
、
○
○
○
円

六
人
○
、
○
○
○
円

（略
）

標
準
報
酬
月
額

六
九
五
、
〇
〇
〇
岡
以
上

六
九
二
、
○
○
○
門
未
満

六
六
五
、
○
Ｏ
Ｑ
円
以
上

（略
）

報
醐
月
額

い
て
単
に

「通
常
の
労
働
者
」
と
い
う
。
）
の

一
遍
間
の
所
定
労
働
時
間

の
困
分
鈴
三
未
満
で
あ
る
短
時
間
労
働
者

（
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が

同

一
鈴
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の

一
週
間
の
所
定
労
働
時

間
に
比
し
短
い
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
そ
の

一
月
間
の
所
定
労
働
目
数
が
同

一
の
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働

者
の

一
月
間
め
所
定
労
働
爾
数
の
四
分
命
三
未
満
で
あ
る
短
時
間
労
働
者

に
該
当
し
、
か

つ
、
イ
か
ら

ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
も

J)イ

　

（略
）

口
　
報
酬

（最
低
賃
金
法

（昭
称
二
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
囲

条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
賃
金
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
二
十
二
条
第

一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た

額
が
、
人
万
人
千
円
未
満
で
あ
る
こ
と
．

（略
）

ハ
（標
準
報
酬
月
額
）

第
二
十
条
　
標
準
報
酬
月
額
は
、
被
保
険
者
舎
報
酬
月
額
に
基
づ
き
、
次
の
等

級
区
分

（次
項
の
規
定
に
よ
り
等
級
区
分
参
改
定
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
改

定
後
の
等
級
区
分
）
に
よ
つ
て
定
め
る
。

第

二

三

級

（略
）

標
準
報
酬
月

額
等
級

六
人
○
、
○
○
○
円

（略
）

標
準
報
醐
月
額

六
六
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
岡
以
上

（略
）

報
副
月
額

2

（略
）

（訂
正
の
請
求
）

第
二
十
八
条
弗
一
一

（略
）

２

　

（略
）
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○
　
健
康
保
険
法

（大
三
十

一
年
法
律
第
七
十
号
）

（抄
）

（第
二
十
二
条
関
係
）

【
公
布
日
、
公
布

の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な

い
範
囲
内
に
お
い

て
政
令
で
定
め
る
猥
又
は
令
和
十

一
年
十
月

一
目
施
行
】

（傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

（定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「被
保
険
者
」
と
は
、
適
用
事
業
所
に
使
用
さ

れ
る
者
及
び
任
意
継
続
被
保
険
者
を
い
う
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
は
、
日
雇
特
例
被
保
険
者
と
な
る
場
合
を
除
き
、
被
保
険

者
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一・～
八

　

（略
）

九
　
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
者
で
あ

っ
て
、
そ
の

一
週
間
の
所
定
労
働
時
間

が
同

一
の
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者

（当
該
事
業
所
に
使
用

さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
と
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
当
該
事
業
所
に
使
用

さ
れ
る
者
に
あ

っ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該

者
と
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
当
該
通
常
の
労
働
者
．
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
単
に

「通
常
の
労
働
者
」
と
い
う
。
）
の

一
週
間
の
所
定
労
働
時
間

の
四
分
の
三
未
満
で
あ
る
短
時
間
労
働
者

（
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が

同

一
の
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の

一
週
間
の
所
定
労
働
時

間
に
比
し
短
い
者
を
い
う
。
以
下
二
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
そ
の

一
月
間
の
所
定
労
働
日
数
が
同

一
の
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働

者
の

一
月
間
の
所
定
労
働
日
数
の
四
分
の
三
未
満
で
あ
る
短
時
間
労
働
者

に
該
当
し
、
か
つ
、
イ
又
は
口
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の

イ

　

（略
）

（削
る
）

（定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「被
保
険
者
」
と
は
、
適
用
事
業
所
に
使
用
さ

れ
る
者
及
び
任
意
継
続
被
保
険
者
を
い
う
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
は
、
日
雇
特
例
被
保
険
者
Ｌ
な
る
場
合
を
除
き
、
被
保
険

者
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
～
人

　

（略
）

九
　
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
者
で
あ

っ
て
、
そ
の

一
避
間
の
所
定
労
働
時
間

が
同

一
妙
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者

（当
該
事
業
所
に
使
用

さ
れ
る
通
常
め
労
働
者
と
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
当
該
事
業
所
に
使
用

さ
れ
る
者
に
あ

つ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該

者
と
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
当
該
通
常
の
労
働
者
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
単
に

一通
常
の
労
働
者
」
と
い
う
。
）
の
二

週
間
の
所
定
労
働
時
間

の
四
分
の
二
未
満
で
あ
る
短
時
間
労
働
者

（
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が

同

一
の
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の

一
週
間
の
所
定
労
働
時

間
に
比
し
短
い
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
め
）
又
は
そ
の

一
月
間
の
所
定
労
働
目
数
が
同

一
の
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働

者
の

一
月
聞
の
所
定
労
働
日
数
の
四
分
の
三
未
満
で
あ
る
短
時
間
労
働
者

に
該
当
し
、
か

つ
、
イ

ら

ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
も

●
″

σ)イ

　

（略
）

口
　
報
酬

（最
低
賃
金
法

（昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
四

条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
賃
金
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

改

壺1

案

現

イテ
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と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
四
十
二
条
第

一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た

額
が
、
人
万
人
千
円
未
満
で
あ
る
こ
と
．



【厚生年金保険法(令和 7 年 6 月 1 日施行分から一部抜粋)(令和 7 年 6 月 28 日現在】 

<注> 

(➨削除)は文字通り削除となります。 

(  )は変更後のものや挿入されたものを記載しています。 

 

<厚生年金保険法> 

（適用除外） 

第十二条 次の各号のいずれかに該当する者は、第九条及び第十条第一項の規定にかかわ

らず、厚生年金保険の被保険者としない。 

一 臨時に使用される者（船舶所有者に使用される船員を除く。）であつて、次に掲げるも

の。ただし、イに掲げる者にあつては一月を超え、ロに掲げる者にあつては定めた期間を超

え、引き続き使用されるに至つた場合を除く。 

イ 日々雇い入れられる者 

ロ 二月以内の期間を定めて使用される者であつて、当該定めた期間を超えて使用される

ことが見込まれないもの 

二 所在地が一定しない事業所に使用される者 

三 季節的業務に使用される者（船舶所有者に使用される船員を除く。）。ただし、継続して

四月を超えて使用されるべき場合は、この限りでない。 

四 臨時的事業の事業所に使用される者。ただし、継続して六月を超えて使用されるべき場

合は、この限りでない。 

五 事業所に使用される者であつて、その一週間の所定労働時間が同一の事業所に使用さ

れる通常の労働者（当該事業所に使用される通常の労働者と同種の業務に従事する当該事

業所に使用される者にあつては、厚生労働省令で定める場合を除き、当該者と同種の業務に

従事する当該通常の労働者。以下この号において単に「通常の労働者」という。）の一週間

の所定労働時間の四分の三未満である短時間労働者（一週間の所定労働時間が同一の事業

所に使用される通常の労働者の一週間の所定労働時間に比し短い者をいう。以下この号に

おいて同じ。）又はその一月間の所定労働日数が同一の事業所に使用される通常の労働者の

一月間の所定労働日数の四分の三未満である短時間労働者に該当し、かつ、イからハまで

(➨削除) (イ又はロ)のいずれかの要件に該当するもの 

イ 一週間の所定労働時間が二十時間未満であること。 

ロ 報酬（最低賃金法（昭和三十四年法律第百三十七号）第四条第三項各号に掲げる賃金に

相当するものとして厚生労働省令で定めるものを除く。）について、厚生労働省令で定める

ところにより、第二十二条第一項の規定の例により算定した額が、八万八千円未満であるこ

と。(➨削除) 

ハ(ロ) 学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）第五十条に規定する高等学校の生徒、

同法第八十三条に規定する大学の学生その他の厚生労働省令で定める者であること。 



【健康保険法(令和 7 年 6 月 1 日施行分から一部抜粋)(令和 7 年 6 月 28 日現在】 

<注> 

(➨削除)は文字通り削除となります。 

(  )は変更後のものや挿入されたものを記載しています。 

 

<健康保険法> 

（定義） 

第三条 この法律において「被保険者」とは、適用事業所に使用される者及び任意継続被保

険者をいう。ただし、次の各号のいずれかに該当する者は、日雇特例被保険者となる場合を

除き、被保険者となることができない。 

一 船員保険の被保険者（船員保険法（昭和十四年法律第七十三号）第二条第二項に規定す

る疾病任意継続被保険者を除く。） 

二 臨時に使用される者であって、次に掲げるもの（イに掲げる者にあっては一月を超え、

ロに掲げる者にあってはロに掲げる定めた期間を超え、引き続き使用されるに至った場合

を除く。） 

イ 日々雇い入れられる者 

ロ 二月以内の期間を定めて使用される者であって、当該定めた期間を超えて使用される

ことが見込まれないもの 

三 事業所又は事務所（第八十八条第一項及び第八十九条第一項を除き、以下単に「事業所」

という。）で所在地が一定しないものに使用される者 

四 季節的業務に使用される者（継続して四月を超えて使用されるべき場合を除く。） 

五 臨時的事業の事業所に使用される者（継続して六月を超えて使用されるべき場合を除

く。） 

六 国民健康保険組合の事業所に使用される者 

七 後期高齢者医療の被保険者（高齢者の医療の確保に関する法律（昭和五十七年法律第八

十号）第五十条の規定による被保険者をいう。）及び同条各号のいずれかに該当する者で同

法第五十一条の規定により後期高齢者医療の被保険者とならないもの（以下「後期高齢者医

療の被保険者等」という。） 

八 厚生労働大臣、健康保険組合又は共済組合の承認を受けた者（健康保険の被保険者でな

いことにより国民健康保険の被保険者であるべき期間に限る。） 

九 事業所に使用される者であって、その一週間の所定労働時間が同一の事業所に使用さ

れる通常の労働者（当該事業所に使用される通常の労働者と同種の業務に従事する当該事

業所に使用される者にあっては、厚生労働省令で定める場合を除き、当該者と同種の業務に

従事する当該通常の労働者。以下この号において単に「通常の労働者」という。）の一週間

の所定労働時間の四分の三未満である短時間労働者（一週間の所定労働時間が同一の事業

所に使用される通常の労働者の一週間の所定労働時間に比し短い者をいう。以下この号に



おいて同じ。）又はその一月間の所定労働日数が同一の事業所に使用される通常の労働者の

一月間の所定労働日数の四分の三未満である短時間労働者に該当し、かつ、イからハまで

(➨削除) (イ又はロ)のいずれかの要件に該当するもの 

イ 一週間の所定労働時間が二十時間未満であること。 

ロ 報酬（最低賃金法（昭和三十四年法律第百三十七号）第四条第三項各号に掲げる賃金に

相当するものとして厚生労働省令で定めるものを除く。）について、厚生労働省令で定める

ところにより、第四十二条第一項の規定の例により算定した額が、八万八千円未満であるこ

と。(➨削除) 

ハ(ロ) 学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）第五十条に規定する高等学校の生徒、

同法第八十三条に規定する大学の学生その他の厚生労働省令で定める者であること。 


